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１ 本論の研究対象 
 
本論は、イタリア中部の都市フィレンツェの南、ローマ門から南東方向へ一直線におよ
そ１キロに渡って伸びる並木通りの登り坂の頂きに位置するポッジョ・インペリアーレ離
宮（Villa di Poggio Imperiale）の内部装飾を研究対象とする1。これは、第四代トスカー
ナ大公、メディチ家のコジモ２世（1590-1621年、在位 1609-21年）の妃マリア・マッダ
レーナ・ダウストリア（1589-1631年）が、夫の没後、大公位を継いだ未成年の長男フェ
ルディナンド２世（1610-70年、在位 1621-70年）の摂政となった直後の時期にあたる 1623
年から 1624 年にかけて実施された装飾事業である。本研究により、歴代の皇后や王妃、
殉教聖女、旧約聖書の女傑、総勢 30 名の女性像が表わされたフレスコ壁画連作の装飾プ
ログラムに新たな解釈を提示する。 
 
マリア・マッダレーナ・ダウストリアがコジモ２世に嫁入りした経緯を確認するため、
まずは、トスカーナ大公国の前身であるフィレンツェ公国が成立した経緯を簡略ながら振
り返りたい2。1453 年にコンスタンティノープルが陥落すると、イタリア半島では、オス
                                                   
1 このかつて離宮であった建物は、1865年にスカーラ通りのサンティッシマ・コンチェツィオーネ旧修
道院から移管されたサンティッシマ・アンヌンツィアータ女子寄宿学校により現在使用されており、2013
年にユネスコ世界遺産に登録された。 
2 １６世紀のフィレンツェ史については以下を参照。Galluzzi 1781; Cochrane 1973; Diaz 1976; 
FIRENZE 1980 (A); Spini 1980; 北田 2003; Eisenbichler 2004; 松本 2006. 
マン帝国の拡大に危機感を募らせたヴェネツィア共和国がミラノ公国、フィレンツェ共和
国と「イタリア同盟」を結成し、さらにここに教皇国家とナポリ王国が加盟することによ
り、半島を制する五大国の勢力均衡が保たれるようになった。しかし、この均衡状態は、
1494 年にフランス国王シャルル８世（在位 1483-98 年）がイタリア遠征を開始したこと
により崩壊する。1516 年にカルロス１世としてスペイン国王に、1519 年には皇帝に即位
したハプスブルク家のカール５世（1500-58年、在位 1519-56年）と、シャルル８世を継
承したフランソワ１世（在位 1515-47年）とのあいだでイタリア諸国をめぐる争奪戦とな
った。1526年、フランス国王が、皇帝の勢力伸張を恐れるメディチ家出身の教皇クレメン
ス７世と結託して、フィレンツェ、ミラノと「コニャック同盟」を結成した。これに対し
て、翌年、カール５世は教皇の膝元であるローマを掠奪するという暴挙に出た。この事件
に便乗する形で、フィレンツェではメディチ家が追放され、共和制が樹立された。覇者と
なったカール５世は教皇と和約し、フィレンツェにメディチ家を復帰させることを教皇に
約束した。こうして皇帝軍は 1529年 10月から翌年 8月までフィレンツェ共和国を包囲し、
降伏させたうえで、教皇の庶子アレッサンドロ・デ・メディチ（1510-37 年）を初代フィ
レンツェ公に据えた。1536年に皇帝の庶子マルゲリータ・ダウストリアと結婚したアレッ
サンドロは、しかしながら、嫡男を残さないまま 1537 年 1 月に、メディチ家傍系出身の
ロレンツォの手に掛かり暗殺されてしまう。そのため、その後継者として急遽、フランチ
ェスコ・グイッチャルディーニ（1483-1540年）を中心とする有力市民層が、メディチ家
の傍系出身の若干 18 歳のコジモ１世（1519-74 年）を擁立し、1 月 10 日の四十八人議会
において彼を「フィレンツェとその領域の長にして第一市民」とすることが決定された3。
これがコジモ２世の祖父にあたる人物である。 
コジモ１世は治世のはじめに、メディチ家支配に不満をもちフランスへ亡命していたフ
ィレンツェ出身の有力者達とそれを支援するフランス軍と戦い、勝利を収めたことにより、
親ハプスブルク家の立場を鮮明にした。1550年代には、トスカーナ南部のシエナ共和国が
皇帝の駐留兵を排除するためフランス軍に援助を求めたうえ、フランスの傘下にあったピ
エロ・ストロッツィ率いるフィレンツェ人亡命軍を招き入れる事態となったことを受けて、
                                                   
3 北田 2003、34 頁。 
コジモ１世は皇帝軍に味方することでシエナ戦争に参戦し、シエナを攻略するに至った。
こうして、1557年、カール５世の後継者である皇帝フェルディナント１世から「封土」さ
れる形ではあったが、シエナを獲得したコジモ１世は、トスカーナ南部に領土を大幅に拡
張し、自らを「フィレンツェおよびシエナの公爵」と名乗るようになった。1564年には長
男フランチェスコ１世（1541-87 年）に権力を委譲し、翌年には彼を皇帝マクシミリアン
２世の妹ジョヴァンナ・ダウストリア（1547-78 年）と結婚させることに成功した。そし
て、1569年には教皇ピウス５世へ強力に働きかけることにより、コジモ１世は念願の「ト
スカーナ大公」の称号を付与された。 
第二代トスカーナ大公フランチェスコ１世は、父親と同じく親ハプスブルク家の立場を
とった。しかし、早世したフランチェスコ１世に代わり、大公位を継承したその弟、すな
わちコジモ２世の父にあたるフェルディナンド１世（1549-1609年）は、ハプスブルク家
に一辺倒になることを危惧し、フランス国王との関係を強化しようと考え、彼自身、メデ
ィチ家出身のフランス王妃カトリーヌの孫にあたるクリスティーナ・ディ・ロレーナ
（1565-1637 年）と結婚した。さらに 1600 年には姪マリア（マリー・ド・メディシス）
（1575-1642年）をフランス国王アンリ４世（1553-1610年）に嫁がせた。しかし、本論
において詳述するように、その頃より戦局が変わり始め、むしろスペインとの同盟関係を
回復することが緊急の課題となった。外交政策の転換を迫られたトスカーナ大公は、長男
コジモ２世の嫁として、オーストリア大公カール２世（1540-90 年）の娘であり、スペイ
ン王妃マルガレーテ（1584-1611 年）の妹にあたるマリア・マッダレーナ・ダウストリに
白羽の矢を立て、長い交渉の末、結婚させるに至った。 
 
こうして 1608 年にフィレンツェにやってきたマリア・マッダレーナであったが、夫と
なったコジモ２世は長年にわたり病床にあった。コジモ２世は、早くも 1615 年には遺言
書を作成しており、そのなかで自らの死後、長男フェルディナンド２世を大公位に就ける
こと、そして長男および息子達の後見人として、妻マリア・マッダレーナと母クリスティ
ーナ・ディ・ロレーナを任命していた。結婚から僅か 12年後の 1621年 2月にコジモ２世
が没すると、遺言書に記されていたとおりに、マリア・マッダレーナは、未成年の長男フ
ェルディナンド２世に大公位を継がせ、自らは義母とともに彼の摂政となった。そして、
翌年、従来の居城であったピッティ宮殿に近接した小高い丘のうえに「バロンチェッリ家
のヴィッラ」を購入し、ローマ門とヴィッラを繋ぐ大通りを造営させるとともに、このヴ
ィッラに摂政期の迎賓館としての機能を備えさせるべく、建築家ジューリオ・パリージ
（1571-1635 年）の提示した計画を採用して改築・改装させた。1622 年より着工された
改築工事によって左右対称の建築プランが創出され、このとき、新たに増築された右翼の
建築空間に、本論で考察対象とする「謁見の大広間」、「大公妃の控えの間」、「大公妃の寝
室」ほかが造営された。そして、これらの広間に、1623年から 1624年にかけて、マッテ
ーオ・ロッセッリ（1578-1650年）を中心とする画家集団の手で一連のフレスコ画装飾が
施された。 
「謁見の大広間」に隣接する比較的小さな二室、すなわち「大公の控えの間」と「大公
の寝室」の装飾はハプスブルク家出身者の偉業に捧げられている。「大公の控えの間」の四
方の壁面上部に位置する 4点の半月形装飾
リ ュ ネ ッ ト
には、神聖ローマ皇帝カール５世（1500-58年）
と、マリア・マッダレーナ・ダウストリアの兄であり、かつ現行の皇帝であったフェルデ
ィナント２世（1578-1637 年、在位 1619-1637 年）の偉業を主題とする絵画で飾られた。
「大公の寝室」も同様に、ハプスブルク家出身の初代皇帝ルドルフ１世（1218-91 年）と
皇帝マクシミリアン１世（1459-1519年）の功績を表わす 4 点のリュネットで飾られた。 
これに対し、国賓を迎えるために用いられた主要な広間である「謁見の大広間」には、
4 世紀から 16 世紀までのキリスト教徒の王妃や皇后たち 10 名が 10 点のリュネットに表
わされた。さらに「大公妃の寝室」の 10 点のリュネットには 9 名の殉教聖女と聖女ヘレ
ナが、「大公妃の控えの間」の 10点のリュネットには、エステルやユーディットなどの『旧
約聖書』に取材した 10名の女傑達に纏わる物語が描かれた。 
建物の完成を見たマリア・マッダレーナ・ダウストリアは、兄フェルディナント２世が
1619 年に神聖ローマ皇帝に即位したことを記念して、1624 年 5 月 23 日に「ヴィッラ・
ディ・ポッジョ・インペリアーレ（皇帝丘陵の離宮）」と命名した。さらに、この建物を未
来のトスカーナ大公妃達も使用することを望み、その旨を記した碑板をファサードに設置
した。 
 離宮内部を飾る一連のフレスコ画は、1972年から 1975年にかけて実施された修復によ
り完成当初の輝きを取り戻し、近世の女性支配者の住居を飾る室内装飾の数少ない現存作
例の一つとなっている4。しかしながら、17 世紀前半のフィレンツェ絵画を代表する重要
な装飾事業であったにもかかわらず、伝記作家フィリッポ・バルディヌッチ（1624-97年）
は、『チマブーエ以降の素描家達の消息Notizie de’ professori del Disegno. Da Cimabue in 
quà』において、離宮装飾に関して僅かな情報しか残していない。例えば、「ジョヴァンニ・
ダ・サン・ジョヴァンニ伝」において、マリア・マッダレーナ・ダウストリアが建築家ジ
ューリオ・パリージに画家の選択について意見を求めたという貴重な証言をしているもの
の5、「マッテーオ・ロッセッリ伝」では僅かに「ポッジョ・インペリアーレ離宮において
フレスコ技法で数多くの絵画を描いた」、そして「アナスターシオ・フォンテブォーニ伝」
では「ポッジョ・インペリアーレ離宮でも炎に包まれる聖女アガタの物語をフレスコ技法
で描いた」と記すに留まっている6。 
 
 
２ 先行研究  
２．１ トスカーナ大公国史研究における女性摂政期の評価 
コジモ２世の治世、それに続くマリア・マッダレーナ・ダウストリアとクリスティーナ・
ディ・ロレーナの女性摂政期のトスカーナ大公国の歴史は、これまで十分に研究されてき
たとは言い難い。ルネサンス芸術を生んだフィレンツェ共和制以降の時代のフィレンツェ
が衰退期と見做されるなか、フィレンツェ公国、そしてその後身であるトスカーナ大公国
に光を当てたエリック・コックランの『忘れられた世紀―1527年から 1800年のフィレン
                                                   
4 ポッジョ・インペリアーレ離宮の修復報告については以下を参照。Panichi 1975. 
5 「〔…略…〕彼〔ジョヴァンニ・ダ・サン・ジョヴァンニ〕がメッリーノ枢機卿のためサン・クアット
ロ〔・コロナーティ聖堂〕のトリブーナの装飾に携わっていた頃、亡き〔トスカーナ〕大公コジモ２世の
妃マリア・マッダレーナ・ダウストリアがフィレンツェから１マイルのところに非常に美しい建物を成し、
幾つかの部屋を装飾させることを望んでいたため、〔改築を担当した〕建築家であるジューリオ・パリー
ジから、当世で最も優れたフレスコ画家であると評していたジョヴァンニ〔・ダ・サン・ジョヴァンニ〕
に依頼すべしとの助言を得た。そこで、すぐさま召喚された彼はこの要請を受け入れ、メッリーノ枢機卿
からも同意を得た」。Baldinucci 1681-1728, IV, pp. 234-235. 
6 Baldinucci 1681-1728, IV, pp. 163, 336. 
ツェ』（1973 年）においてさえ、コジモ２世の治世と女性摂政期は忘却されたままであっ
た7。 
遡って啓蒙主義の時代、政教分離の立場をとったトスカーナ大公ピエトロ・レオポルド
（1747-92 年）が 1775 年に歴史家リグッチョ・ガッルッツィ（1739-1801 年）に執筆を
依頼したことで著された『トスカーナ大公国史 Istoria del Granducato di Toscana sotto il 
governo della casa Medici』全 5巻（1781年）において、女性摂政時代は次に引用するよ
うに極めて否定的に描写されている。 
 
「職権のばら撒きがなされ、陰謀、復讐、横暴が生じ、大公達のかつての家臣や従者達は追いやら
れて、新政府の贔屓の者に地位を譲ることを余儀なくされた。修道士達が贔屓を受けて、行政に徐々
に入り込むようになり、神学によって大公国の善政と科学を包み込んでしまった。信仰心や体面と
いう名のもと、虚栄心が宮廷内に浪費を拡大させ、このことが、遺言者〔＝コジモ２世〕が希求し
ていた国庫の増幅を阻んだばかりか、むしろ短期間のうちに国庫を使い果たすという結果を招いた」
8。 
 
このような女性摂政期に対する否定的評価は、ジョージ・フレデリック・ヤングの『メ
ディチ家 i Medici』（1909 年）にもそのまま引き継がれた。ヤングは「〔女性摂政は〕二
人とも善良なる婦人ではあったが、全くもって統治する術を知らず、過度なまでに豪奢絢
爛を愛した」と記し、ガッルッツィの見解を踏襲しながら、大変に信心
ビ
に
ゴ
凝り固まり
ッ タ
、聖
職者達の意のままとなったが故に、僅か８年間の女性摂政期間にコジモ２世が遺した財産
を使い尽くし、トスカーナ大公国の財政を行き詰まらせる誘因となったという評価を下し
ている9。『トスカーナ大公国―メディチ家 Il Granducato di Toscana: i Medici』（1987年）
を著したディアツも、手短に女性摂政期に言及するに留まり、そこでガッルッツィを無批
判に引用している10。 
こうした見方は、今日に至るまで大公妃マリア・マッダレーナ・ダウストリアの唯一の
                                                   
7 Cochrane 1973. 
8 Galluzzi 1781, VI, p. 202. 
9 Young 1987, p. 682. 
10 Diaz 1987, p. 366. 
モノグラフ研究であるカルデラーラによる『大公妃マリア・マッダレーナ・ダウストリア
―17 世紀メディチ家のフィレンツェにおけるドイツ人アマゾネス La Granduchessa 
Maria Maddalena d’Austria: un’amazzone tedesca nella Firenze medicea del ’600』
（1985年）においても依然として色濃く残っている11。この書物は、古文書史料に基づい
てコジモ２世との結婚の経緯から、それに続くフィレンツェ宮廷における生活、様々な催
し物の様子、外交の推移などが年代順に再構成され記述されている。それにもかかわらず、
しばしば史料の出典が明記されていないという難点に加え、考察対象であるマリア・マッ
ダレーナに対する著者の一種の偏見に満ちた嫌悪が感じられる。マリア・マッダレーナ・
ダウストリアに貼られた「過度
ビ
な
ゴ
信心家
ッ タ
」というレッテルに捉われたカルデラーラが、想
像力を駆使して主観的な注釈を加えることにより歴史史料を歪めて用いたという欠点を持
つ書物である。たとえば、聖遺物崇拝については、彼女の個人的な幼少期の想い出を喚起
するものとして、出身家の成員、とくに母親を思い起こさせるものとして説明される12。
また、いかに高慢さに満ちた人物であったかを示す例として、1613年 10月にマリア・マ
ッダレーナが巡礼の旅に出たあいだ、椅子に着座したまま運ばれることを望んだ大公妃に
ついて「26歳になったばかりで、か弱い体質であったわけでもないので、本当の必要性が
あったというよりも、誇大妄想の衝動に陥っていたと考えるのが妥当」との判断をくだす13。
さらに、初代大公コジモ１世とその後妻エレオノーラ・デリ・アルビッツィの間に生まれ
たジョヴァンニ・デ・メディチの妻リヴィア・ヴェルナッツァに関して、1621年のジョヴ
ァンニの死後、マリア・マッダレーナがリヴィアから息子を取り上げたうえで、16年間に
わたり彼女を要塞に幽閉した事実を、カルデラーラは、マリア・マッダレーナの「真の性
格、すなわち強欲さ」を示す例として提示している。しかし、これはメディチ家の承諾な
しに私生児ジョヴァンニが結婚へ踏み切った女性およびその子供へメディチ家の財産が流
出しないよう対策を講じるという、家父長制社会に生きた女性摂政の行動としては「正し
い」行為と云えるものであり、マリア・マッダレーナの「強欲さ」に帰すべき問題ではな
い。カルデラーラは基本的にガッルッツィ、ヤングと同様にトスカーナ大公国衰退の原因
                                                   
11 Calderara 1985. 
12 Calderara 1985, p. 38. 
13 Calderara 1985, p. 67. 
を女性摂政期に帰しており、具体的には大公国の外交政策に対極的な対場をとる出身の異
なる二人の外国人妻、すなわちクリスティーナ・ディ・ロレーナとマリア・マッダレーナ・
ダウストリアによる摂政期にトスカーナ大公国の官僚組織が崩壊したという見解を示して
いる。 
 
２．２ ジェンダーの観点からの歴史研究の再考―女性嫌悪の伝統に対する反駁 
 このようにマリア・マッダレーナ・ダウストリアに対する否定的評価が 1985 年に至る
まで継続していた一方で、ジョン・ケリーは、「女性にルネサンスはあったのか？」（1977
年）と題されたフェミニズムの視点からルネサンスを見直す先駆的論文において、女性に
はルネサンスは存在しなかったという結論を示した14。このケリーの結論を検証しようと
する研究を含め、1980年代以降、それまで語られてきた歴史をジェンダーの観点から問い
直す研究が相次いだ15。この新たな歴史研究により、家父長制というジェンダー・システ
ムと、男性支配的経済システムの存在が女性支配を可能としてきたことが明らかにされた。
こうしたなかで、男性による女性支配が確立されてきた経緯と実態が歴史学において問い
直され、近世ヨーロッパ史における女性支配者、女性の芸術パトロネージに関して歴史的
評価の再考が精力的に行なわれてきた16。 
特にルネサンス期における「女性弁護論」の高まりは、女性権力者による芸術委嘱と女
性像の創出の過程と意義を歴史的に探究する本論において重要な前提となる。女性を道徳
的にも、知的にも、身体的にも、男性に比して低級と見做す女性
ミ ソ
嫌悪
ジ ニ ー
は、古代ギリシャ・
ローマ世界において、特にアリストテレスにより理論的に確立された。そして、旧約・新
約聖書を通して、原罪を全て女性に帰すという観念のもとに、中世に受け継がれ、中世思
想の根幹を成すに至った。しかし、14世紀以降、人文主義の発展と共に、伝統的な女性
ミ ソ
嫌悪
ジ ニ ー
への批判が始まり、女性嫌悪に反駁する数多くの文学作品が編まれることになる。ジョヴ
                                                   
14 Kelly 1977, pp. 174-201. 
15 Klapisch-Zuber 1985; Rose 1986; Ferguson 1986; King 1991; Duby, Perrot 1990-92; Brown, Davis 
1998; Perrot 1998, ANN ARBOR, WELLESLEY 2002. 
16 女性の芸術パトロネージ研究については枚挙にいとまがないが、なかでも Sheila ffolliott、Geraldine 
Johnson, Catherine King, Carolyn Valone が大きな貢献をしてきた。ルネサンス期のイタリアにおける
女性パトロンの問題を扱った主要な研究として以下を挙げられる。Lawrence 1997; Reiss, Wilkins 2001; 
Tomas 2003; Eisenbichler 2004; Broude, Garrard 2005; McIver 2006; McIver 2012; Hickson 2012. 
ァンニ・ボッカッチョ（1313-75年）の『名婦人伝 De Mulieribus Claris』（1361-62年）
は、あくまでも伝統的価値観に則した貞節で従順な女性を礼賛する目的で書かれたとはい
え、歴史上功績のある女性 106名の伝記を列記したという点で、女性史における記念碑的
著作物である。ヨーロッパ最初の女性職業作家と評されるクリスティーヌ・ド・ピザン
（1364頃-1430年）は、ギヨーム・ド・ローリスとジャン・ド・マンの『薔薇物語 Roman 
de la Rose』（前編 1230年頃、後編 1270年頃）とマテオルス・ディ・ブーローニュの『悲
嘆 Lamentationes Matheoli』に対する反駁として、『婦女達の都の書 Le Livre de la Cité 
des Dames』（1405年）を著し、このなかで、理性・公正さ・正義という三人の擬人が主
人公であるクリスティーヌに勇敢なる女傑たち、創意に富んだ女性たち、予言の能力に恵
まれた女性たち、貞節なる女性たち、殉教に直面した強靭な精神を持った聖女たちについ
て語った。このなかで、ボッカッチョが例外的な事例として示した女性の美徳を、クリス
ティーヌ・ド・ピザンは、女性たちが有する普遍的な美徳として描き出した17。このよう
に歴史上、功績を残した女性達の列伝が出版されると同時に、女性は男性と同じように有
徳なのか、偉業を成し得るのか、そもそも男性のように同じ人間と見做せるのかといった
問題を問う、いわゆる「女性弁護論 Querelle des femmes」が活発になされるようになっ
た18。バルダッサーレ・カスティリオーネの『廷臣論 Il Cortegiano』（1528年）において、
ウルビーノ公国の宮廷を舞台に紳士淑女が理想的な宮廷人のあり方に関して討議するなか
で、「女性弁護」は通底する主題である。とくに第三巻において女性弁護役であるジュリア
ーノ・デ・メディチが男女の平等性を見事な修辞により論述する19。 
バルトロンメオ・ゴッジョがフェッラーラ公妃エレオノーラ・ダラゴーナ（1450-93年）
へ献じた『女性賛美 De Laudibus Mulierum』（1487年頃）20やマリオ・エクィコラの『女
性論 De Mulieribus』（1501 年）、ガレアッツォ・フラヴィオ・カプラの『女性の卓越性
                                                   
17 De Pizan 1406 (1999), pp. xvi-xxxvii. 
18 Kelly 1982, pp. 4-28; King 1991; Benson 1992; Marinella 1653 (1999), pp.vii-xxvi; Benson, 
Kirkham 2005. 
19 Castiglione 1528 (1987). 
20 ゴッジョから献呈書を受けたフェッラーラ公妃エレオノーラ・ダラゴーナは、エルコレ・デ・ロベル
ティに女傑を主題とする三部作を委嘱しており、女性弁護論を視覚化した最初期の例として重要である。
この三部作は、カエサルの暗殺者ブルトゥスの妻ポルキアを表す《ポルキアとブルトゥス》（1486-93年
頃、キンベル美術館蔵）、《自害するルクレツィア》（1486-93 年頃、モデナ、エステンセ美術館蔵）、そし
て《カルタゴの将軍ハスドルバルの妻と二人の息子》（1486-93年頃、ワシントン、ナショナル・ギャラ
リー）である。Cf. Cox 2009, pp. 61-95. 
と威厳 Della Eccellenza et Dignità delle Donne』（1525年）、そしてハインリヒ・コルネ
リウス・アグリッパの『女性の高貴さと優秀さ Declamatio de nobilitate et praecellentia 
foeminei sexus』（1529年）など、15世紀末から 16世紀にかけては、むしろ男性に対す
る女性の優越性を論じる書物が次々に上梓された21。16世紀後半以降は、さらに、モデラ
ータ・フォンテ（1555-92 年）やルクレツィア・マリネッラ（1571-1653 年）のような女
性達自らが女性論を論じる状況が生じてくる。 
このような状況のなかで、フィレンツェではフィレンツェ公コジモ１世の妃エレオノー
ラ・ディ・トレド（1519-62年）は、1561年にヴェッキオ宮殿内の四室から成る自らの居
室に各々一人の女傑、すなわちグアルドラーダ、ペネロペ、エステル、サビニの女ヘルシ
リアに捧げた天井画を画家ジョヴァンニ・ストラダーノ（1523-1605年）に描かせた。筆
者は修士論文においてこのエレオノーラ・デイ・トレドの居室装飾を分析した。芸術作品
を文化史・社会史的文脈のなかに位置づけて検討すること、そして「表象はそれ自体が社
会的現実の構成要素である」と考えることを前提としながら、家父長制社会のなかでさま
ざまな意図、目的をもって創造されたイメージというテキストを批判的に解読することを
目指すジェンダー美術史の方法論を採用することにより22、このヴェッキオ宮殿の居室に
描かれた女性像は、当時一般的に女性に相応しいと見做された美徳を表しているだけでな
く、公妃エレオノーラが夫コジモ１世を支えるために生涯に成した功績を記念する表象で
あったという結論を導き出した23。 
この「名婦人伝」を主題とする居室装飾は、ポッジョ・インペリアーレ離宮の装飾と一
見類似しているように思える。しかしながら、君主である夫を支える立場ではなく、早世
した夫の跡を継いだ未成年の君主の摂政として大公国の舵を取る立場にあったマリア・マ
ッダレーナ・ダウストリアは、この先行作例とは大きく異なる意図のもと、異なる女性像
を選択したことが本論文において明らかになるだろう。 
 
                                                   
21 Cornelius Agrippa 1529 (1996). ドイツ人の医者で人文主義者であったコルネリウス・アグリッパは
『女性の高貴さと優秀さ』において、男女の唯一の違いは生物学的構造であると主張し、男女に結び付け
られてきた伝統的観念を否定した。そして、男女ともに等しく精神・理性・言語の使用能力を有している
と明言している。King 1991, pp. 182-183. 
22 若桑 2000、8頁。 
23 太田 2012。 
２．３ 17 世紀フィレンツェ絵画の研究史におけるポッジョ・インペリアーレ離宮の装
飾の先行研究 
ここで一旦、美術史研究におけるポッジョ・インペリアーレ離宮のフレスコ画の先行研
究について述べるならば、ポッジョ・インペリアーレ離宮のフレスコ画は、上述したとお
り、マッテーオ・ロッセッリを中心とする 17 世紀フィレンツェ絵画を代表する画家によ
って制作された。1986年にビゴンジャーリが企画し、ミーナ・グレゴーリの主導で開催さ
れた 17 世紀フィレンツェ美術の大展覧会のカタログは、研究史上重要な位置を占める。
20世紀後半に入って、最も精力的にこの流派の研究を推し進めるとともに、数多くの後続
の研究者を世に送り出したグレゴーリ自身が端的に総括するように、17世紀フィレンツェ
美術はサンティ・ディ・ティートによるマニエリスム様式からの脱却、フェデリーコ・ツ
ッカリのフィレンツェ滞在（1575-79年）、そして、フィレンツェの教会や修道院の回廊装
飾の実施が契機となって、対抗宗教改革に合致した絵画様式として醸成された。その特徴
は、16世紀初頭の古典絵画を思わせる簡素で平易な構図と、自然主義的な描写、そして日
常風景の挿入であり、ローマに先行するバロック様式の芽生えとなった24。しかし、17 世
紀フィレンツェ美術の研究は、これまで主にフィレンツェで局地的に深化されてきたに過
ぎず、依然として知名度が低い状況が続いている。 
ポッジョ・インペリアーレ離宮の装飾は、17世紀フィレンツェ絵画の代表的作例であり
ながら、装飾に携わった画家への支払記録や、装飾計画の図像考案者の特定を可能とする
ような史料が現在に至るまで発見されていない25。このため、必然的に制作者を特定する
ことが研究者達の主な関心事となり、主に様式的観点から研究が展開されてきた。 
エンツォ・ヴィスコンティは、1960年にサンティッシマ・アンヌンツィアータ女子寄宿
舎の機関紙である『イル・ポッジョ』誌上に発表した 2本のエッセイにおいて、多くの写
真を掲載しながらリュネット装飾の詳細な描写を行ない、主題を特定した点で評価される
                                                   
24 Gregori 1986, pp. 21-25. 
25 本研究においても、古文書館において長期に渡り調査を実施したが、関連する史料を見出すことはで
きなかった。調査した史料は以下のとおりである。ASF, Depositeria Generale, parte antica, 395, 396; 
ASF, Manoscritti 133; ASF, Guardaroba Medicea 347, 388, 389, 390, 417, 479, 995, 6071, 6073, 6072, 
6074, 6079, 6082, 6086, 6092, 6098, 6101, 6104, 6105, 6107; ASF, Mediceo del Principato 5183, 6038, 
6080; ASF, Miscellanea Medicea 18; ASF, Scrittoio delle Regie Possessioni 4286, 4288, 4289; ASF, 
Scrittoio delle Fortezze e Fabbriche, Fabbriche Medicee, 32, 125. 
26。しかしながら、美術史研究者ではなかったヴィスコンティは、38点全てのリュネット
装飾の制作者を安易にマッテーオ・ロッセッリ一人に帰属したため、帰属問題は後続の研
究において再検討に付された。 
フィアンメッタ・ファイーニは、1965/1966 年度にフィレンツェ大学へ学位論文『画家
マッテーオ・ロッセッリ』を提出した。これは今日に至るまでロッセッリに関する唯一の
モノグラフ研究と見なされている。この論文において、ファイーニは初めてポッジョ・イ
ンペリアーレ離宮のフレスコ画連作の様式分析に取り組み、その結果 10 点のリュネット
装飾のみをロッセッリに帰属し、残る 28 点を協力者の手に帰した27。同氏はさらに 1968
年の論文において、離宮右翼一階の大公妃の区画に属する「ヴォルティチーナ」と呼ばれ
る丸天井の小部屋の装飾を、従来考えられていたロッセッリではなく、オッターヴィオ・
ヴァンニーニに帰属を修正することを提案した28。この提案は、2001年にスピネッリがヴ
ァンニーニの手になる同装飾のための準備素描を発見したことにより裏付けられた29。 
1973年にはオルネッラ・パニキがポッジョ・インペリアーレ離宮の歴史的変遷を再構築
し、「謁見の大広間」に 4点の油彩画 ― ルティリオ・マネッティによる《ソフォニスバ》、
フランチェスコ・ルスティチによる《ルクレツィア》、フランチェスコ・クッラーディによ
る《アルテミシア》、マッテーオ・ロッセッリによる《セミラミス》― が存在したことを
突き止め、さらにこれらの絵画作品に関してはメローニ・トルクリャが論じている30。1979
年にはガブリエッラ・カペッキ、ルチーア・レポーレ、ヴィンチェンツォ・サダディーノ
の三氏が、ポッジョ・インペリアーレ離宮に隣接する庭園にかつて設置されていた古代彫
刻のカタログを編纂した31。1986 年にはダニエラ・ミニャーニ・ガッリが、19 世紀に考
案された離宮庭園の近代化計画に関するエッセイを記している32。 
リッカルド・スピネッリは、1997年の論考においてフランチェスコ・ルスティチによる
油彩画《クレリアの逃避》が、ポッジョ・インペリアーレ離宮左翼一階に位置した「外国
                                                   
26 Visconti 1960 (A), pp. 1-10; Visconti 1960 (B), pp. 2-36. 
27 Faini 1965-1966, I, pp. 175-193. 
28 Faini 1968, pp. 25-34. 
29 Spinelli 2001, pp. 13-35. 
30 Panichi 1973, pp. 32-43; Trkulja 1973, pp. 44-46. 
31 Capecchi, Lepore, Saladino, 1979. 
32 Mignani Galli 1986, pp. 46-55. 
人の間 Sala dei forestieri」のために制作されたことを明らかにした。さらに 2001年には
オッターヴィオ・ヴァンニーニによる 18 点の素描をポッジョ・インペリアーレ離宮の装
飾と関連付け、リュネット装飾の帰属を修正した33。 
また 2008 年の論考において、同氏は女性史研究を意識して社会学的観点から離宮装飾
の問題に取り組む姿勢を示した。しかしながら、マリア・マッダレーナ・ダウストリアが
義母クリスティーナ・ディ・ロレーナとも、コジモ２世の弟カルロ枢機卿とも敵対関係に
あったとするトスカーナ大公国史において繰り返されてきた言説を無批判に受入れ、自ら
の論説の前提として用いている。とくに瀕死のコジモ２世が、マリア・マッダレーナの懇
願に負けて、摂政職を弟カルロではなく、妻と母へ委任する決定を下したとされる説の信
憑性については本論文において検証する。スピネッリは上述の前提から出発して、マリア・
マッダレーナは不安定だった自らの政治的役割を正当化する手段としてポッジョ・インペ
リアーレ離宮の装飾を用いたという論旨を展開している。そして、装飾計画の着想源とし
て、後に述べるように、既に 2000 年にアリス・サンガーより指摘されていたニッコロ・
ロリーニ・デル・モンテとクリストーファノ・ブロンズィーニ・ダンコーナの著作を挙げ
たものの、各々の場面の図像分析は行なっていない34。 
スピネッリと同時期に離宮装飾の様式的研究を展開したエリーザ・アカンフォラは、
1998年と 2001年に、大公妃の義弟にあたるカルロ枢機卿の邸宅であるカジーノ・メディ
ーチェオ・ディ・サン・マルコの装飾計画と比較検討しながら、幾つかのリュネット装飾
の帰属を提案した35。続いて同氏は、ポッジョ・インペリアーレ離宮に見られる古代風装
飾に着目して、画家ミケランジェロ・チンガネッリへの支払記録が残っていることから確
実に帰属を確認することができるカジーノ・メディーチェオの装飾、およびピッティ宮殿
「ポッチェッティのギャラリー」天井装飾との類似性を指摘し、離宮装飾にもミケランジ
ェロ・チンガネッリの工房の関与があったことを推察した36。 
こうした様式的分析が継続された一方で、以下に述べるように、新たな視点から離宮装
                                                   
33 Spinelli 1997; Spinelli 2001, pp. 13-35. 
34 Spinelli 2008, pp. 645-679. 
35 Acanfora 1998 (A), pp. 145-162, 特に pp. 145-150, n. 11; pp. 158-159; Acanfora 1998 (B), pp. 34-41, 
特に pp. 37-38; Acanfora 2001, pp. 45-60, 特に pp. 57-58. 
36 Acanfora 2005, pp. 143-156. 
飾が論じられるようになる。 
 
２．４ マリア・マッダレーナ・ダウストリアの再評価 
上述のように近世ヨーロッパ史における女性支配者に対する歴史的評価の再考を促す動
向のなかで、トスカーナ大公妃マリア・マッダレーナ・ダウストリアその人への関心が近
年急速に高まり、多角的な研究が試みられている。 
ケリー・ハーネスは 1996 年にイリノイ大学に提出した博士論文『神のアマゾネス―マ
リア・マッダレーナ・ダウストリアとクリスティーナ・ディ・ロレーナ時代のフィレンツ
ェの音楽劇（1620-30 年）』およびこれに基づく著書『女性たちの声の反響―近世フィレ
ンツェにおける音楽、芸術、女性パトロネージ』（2006 年）において、マリア・マッダレ
ーナの摂政時代に大公宮廷で上演された音楽劇について論じ、彼女が音楽劇を主体的に開
催した実態を明らかにした37。このなかで、音楽劇と離宮のフレスコ画装飾の主題に見ら
れる一致を指摘しただけでなく、音楽劇上演に課された政治的意味を解読するという手法
をとっており、これは本研究にとっても示唆に富む重要な成果であった。 
2000年にはアリス・サンガーが、マンチェスター大学に提出した博士論文『支配階級の
女性たち―1565～1650 年メディチ家の大公妃・未亡人たちによるパロトネージ研究』に
おいて、第二代トスカーナ大公フランチェスコ１世の妃ジョヴァンナ・ダウストリア
（1547-78年）、第三代トスカーナ大公フェルディナンド１世の妃クリスティーナ・ディ・
ロレーナと並んで、マリア・マッダレーナ・ダウストリアについても論じた38。第４章に
おいてポッジョ・インペリアーレ離宮の装飾計画を分析するなかで、サンガーは、従来の
様式研究から離れ、初めて同時代の文学的典拠を提示した。サンガーの視座と方法は大き
な可能性を秘めていると判断し、本研究において筆者も継承するところだが、以下に述べ
るように、提示した文学的典拠が図像と実際に一致するか否か検証されておらず、また同
時代の歴史的、社会的文脈に則して委嘱主が装飾に託した意味を探求するという重要な課
題が残されている。 
                                                   
37 Harness 1996; Harness 2002, pp. 73-121; Harness 2004, pp. 255-283; Harness 2006. 音楽史の分野
ではキュージックがトスカーナ宮廷の女性歌手フランチェスカ・カッチーニに関する研究を行なっている。
Cusick 2009. 
38 Sanger 2000. 
同氏は、ヤコブス・デ・ウォラギネの『黄金伝説』のほかに、離宮装飾と同時代に書か
れた２つのテキストを装飾の霊感源として提示した。そのうち１点目のクリストーファ
ノ・ブロンズィーニ・ダンコーナによる『女性の尊厳と高貴さに関する対話 Della Dignità, 
& Nobiltà delle Donne, Dialogo di Cristofano Bronzini d’Ancona』（1622-25年）は、ま
さしく大公妃マリア・マッダレーナへの献呈書であり、そこにはプルケリア、クロティル
ダ、マティルデ・ディ・カノッサ、カスティーリャ王妃イサベル、ユーディット、エステ
ルのような、離宮の大公妃の諸居室に描かれた女性や、「謁見の大広間」に設置された油彩
画に表されたセミラミス、ソフォニスバ、アルテミシアへの言及が見られることを指摘し
た39。２点目のドミニコ会説教師ニッコロ・ロリーニ・デル・モンテによる『教会暦とロ
ーマ殉教録の主要な処女聖人、殉教聖女、その他聖女への礼賛 Elogii delle Piu Principali 
S. Donne del Sacro Calendario, e Martirologio Romano, Vergini, Martiri, et Altre』40
（1617 年）も、同じく大公妃への献呈書であり、ここには、「大公妃の寝室」に描かれた
9人全ての殉教聖女と、「謁見の大広間」に描かれた聖女カタリナ、クニグンデ、ウルスラ
に捧げられた章があることを指摘した41。これらの文学的典拠の提案は、（サンガーを引用
していないとはいえ）前述のスピネッリとアカンフォラからも支持されている。しかし、
サンガーの研究において、これらのテキストと絵画との間に具体的な関連性が見出せるか
否かは検証されておらず、また、同時代の文脈における表象の意味に踏み込んだ考察は行
われていない。サンガーが採用した分析の方法は、ポッジョ・インペリアーレ離宮を飾る
女性像を大きく３つのカテゴリー、すなわち「妻と母」、「女性戦士と調停者」、「処女」に
分類して検討するというものであった。一つ目のカテゴリーでは、施主マリア・マッダレ
ーナの立場が、夫の早世と長男フェルディナンド２世が未成年であることにより保証され
ているゆえ、妻・未亡人という役割が喚起されることは当然考えられる事と結論付ける。
次に二つ目のカテゴリーでは、女性達の勇敢な行動、祈祷、交渉によって戦闘場面が回避
                                                   
39 Bronzini d’Ancona 1622-1625; Sanger 2000, p.221. 
40 Lorini 1617. 
41 Sanger 2000, p. 221. サンガーはさらに、1623年 2月 27 日に開催されたコジモ２世の没後 2年の追
悼式典において、フィレンツェ司教座聖堂参事会員で教皇庁尚書
プロト
院長
ノタリオ
であったフランチェスコ・マリア・
グアルテロッティが発した演説文である『トスカーナ大公妃殿下マリア・マッダレーナ・ダウストリアの
賛辞 Delle Lodi della Serenissima Arciduchessa Mara Maddalena d’Austria Gran Duchessa di 
Toscana』（1623年）にマリア・マッダレーナ・ダウストリアへの賛美を見出しているものの、離宮装飾
に直接関連する文言はない。Gualterotti 1623. 
されていることを指摘した。さらに、フランス王妃マリー・ド・メディシスによる同時代
の芸術委嘱、特にパリのリュクサンブール宮殿を飾るために画家ルーベンスが制作した絵
画連作《マリー・ド・メディシスの生涯》（1622-25年）と比較することにより、フランス
王妃が主人公として描写された絵画連作とは異なり、ポッジョ・インペリアーレ離宮の装
飾ではマリア・マッダレーナは直接に女傑像に投影されていないことに注目する。そして
ルーベンスが女性裸体像を多用したことは、委嘱主が本来示そうとしていた意図を妨げる
結果を招いたと考えるジェラルディン・ジョンソンの主張を支持しながら、この絵画連作
はフランス王妃の地位を強化させるどころか、むしろ中傷するものとなった主張した42。 
３つ目のカテゴリーである「処女」において、サンガーはポッジョ・インペリアーレ離
宮には、処女聖人が数多く描かれていることに着目した。そして、キリスト教の聖人伝に
おいて最も重視された処女性を喚起することにより、未亡人となり再び「純潔」状態に戻
ったマリア・マッダレーナがキリスト教の規範に基づいて理想とされる状態にあることを
強調するものであったと考察した。 
以上の３つのカテゴリーを検討した上で、同氏は、ポッジョ・インペリアーレ離宮の装
飾は、全体として、マリア・マッダレーナ・ダウストリアの役割と地位の栄光化を目的と
するものであったと結論付けている。2014年に刊行された著書『トスカーナ大公国におけ
る芸術・ジェンダー・宗教』においても、基本的に同じ結論を示しており、上述の文学的
典拠をめぐり図像に踏み込んだ新たな解釈を提示することはなかった43。 
筆者は、サンガーが挙げた上述２点のテキストを精読しながらリュネット装飾に描かれ
た場面を検証することにより、この２点のテキストのみでは、全ての場面を説明すること
は不可能であることを確認した。よって、実際には他の文学的作品も典拠として用いられ
た可能性を検証することとした。したがって、本論において、描かれた場面に合致する文
学的典拠の存在を指摘し、各々の場面およびテキストの選択の意義を検討しながら、委嘱
主であるマリア・マッダレーナ・ダウストリアが離宮装飾に込めた意図を読み解いていく。 
イラリア・ホッペは、2008年の論考および 2012年に刊行された著書『摂政の居室―フ
ィレンツェのポッジョ・インペリアーレ離宮』において、改装工事終了後のポッジョ・イ
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43 Sanger 2014. 
ンペリアーレ離宮の用途をチェーザレ・ティンギによって記された宮廷日誌その他同時代
史料を元に分析した。しかし、フレスコ画装飾については、どのような絵画があるかを描
写するにとどまり、踏み込んだ分析や解釈は行っていない44。 
 
 
３ 本論の目的と構成 
 
上述の通り、ポッジョ・インペリアーレ離宮の装飾に関する画家への支払い記録や、装
飾計画全体の図像考案者の特定を可能とするような史料は、今日に至るまで見つかってい
ない。そのため、様式研究を通して各々の装飾の帰属を明らかにすることが長期にわたる
基礎的な研究となったため、未成年の大公の母＝摂政の居室を飾る大規模な装飾計画が包
含した意味を社会的・文化的文脈のなかで考究するという作業はこれまで行われてこなか
った。これを踏まえ、本論では社会的・文化史的側面と、画家の画業という美術史的側面
の双方から考察を行ない、離宮装飾の制作当時の状況を再構成する。離宮装飾の考察の前
提となる基礎的作業をとおして、委嘱主、図像考案者、制作者、鑑賞者の思考に接近する
ことを試みながら、各々の場面の意味を読み取り、最終的に装飾計画全体が有した意味を
複眼的に考察することを目的する。このような超領域的方法でこの問題に取り組むため、
本論は三部構成をとる。 
 
第一部では、社会的・文化史的文脈を再構成することを目的として、第１章において、
まずマリア・マッダレーナ・ダウストリアがトスカーナ大公国の首都フィレンツェに到着
した時点に遡り、文学者カミッロ・リヌッチーニが著した結婚記念刊行書『トスカーナ大
公子コジモ・デ・メディチとマリア・マッダレーナ・ダウストリアの結婚祝典報告』（1608
年）、チェーザレ・ティンギの宮廷日誌、チーゴリによる計画図案等の視覚的資料を基本史
料としながら、市内に設営された仮設記念門、音楽、儀式から成る入市式を再構成し、解
読を試みた。入市式は当然ながら新婦を迎え入れる歓迎の意味を有すると同時に、大公フ
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ェルディナンド１世がこの結婚に託した期待を表明するものであった。第一記念門は、前
世紀に育まれたメディチ家とオーストリア家の間の友好関係回復としてこの結婚を位置付
けた大公の意図が明白に示されていた。第四記念門は皇帝、スペイン王、オーストリア大
公が成した偉業に捧げられ、最後の記念門では高貴な家柄の娘を大公子妃として迎え入れ
るに相応しい家柄としてメディチ家を称揚し、この結婚により西欧世界においてトスカー
ナ大公国の存在感が増幅することが祈念された。新郎の母親の出身家であるロレーヌ家と、
新婦の母親の出身家であるバイエルン家を含む全家柄が、プロテスタントの撲滅と異教徒
の迫害に功績があることを示すことにより、カトリック信仰のもとで結束していることが
全記念門に共通する主題であった。結婚入市式の分析に続いて、結婚の翌年に大公位を継
承したコジモ２世の治世中の歴史的状況を理解することを目的に、トスカーナ大公国が関
わった特筆すべき事象について概観した。 
第２章では、結婚直後から夫の没年までの凡そ 1610 年代にあたる時期に、大公妃が傾
注した聖遺物蒐集と、蒐集した聖遺物を収めるためピッティ宮殿内に設けられた私的礼拝
堂の芸術委嘱、そしてそこで実施された儀式について検討した。これは、ポッジョ・イン
ペリアーレ離宮に先行して大公妃が行なった芸術委嘱を検討するという目的のほか、「過度
な信心家」として揶揄を込めて評価されてきた大公妃マリア・マッダレーナ・ダウストリ
アの「信心」を、同時代的状況に照らして考察することにより、その内実を正当に再評価
する意味をもつ。これまで、聖遺物蒐集はしばしば彼女の「信心家
ビ ゴ
ぶった
ッ テ ィ
性格
ズ モ
」の証左と
見なされてきた。しかし、トレント公会議において聖人崇拝ならびに聖遺物崇拝の有効性
が再確認されたことや、異端・異教徒との闘争が激化していた同時代の状況を考慮に入れ
るならば、聖遺物蒐集は大公妃に特有の信仰心に帰すべきではない。むしろ、権力者や高
位聖職者に向けて、大公妃が自らのカトリック信仰と権力を顕示する手段として、さらに
は「オーストリア家の敬虔さ」という理念を大公国に喧伝することで、プロテスタントと
異教徒との戦いの最前線にあった兄、フェルディナント２世の後方支援をするための根拠
として用いられたものであった。 
 
本論第二部では、美術史的文脈を考察することを目的に、ポッジョ・インペリアーレ離
宮の装飾計画の責任者であったと考えられるマッテーオ・ロッセッリに焦点を当てた。第
１章ではロッセッリの芸術形成について、グレゴーリオ・パガーニとドメニコ・クレステ
ィ通称パッシニャーノという二人の師のもとでの長期間にわたる徒弟期間を辿りながら考
察した。第２章では、ロッセッリが画業初期からメディチ家と関わりをもち、委嘱を受け
た経緯を概観した。そして、ポッジョ・インペリアーレ離宮の装飾計画において重要な役
割を果たしたと考えられる人物、即ち、コジモ２世の執事であるマルタ騎士団のフランチ
ェスコ・デッランテッラと、コジモ２世の弟であるカルロ枢機卿、そしてマリア・マッダ
レーナ・ダウストリア自身が、ロッセッリとその周辺画家に対して行なった芸術委嘱を中
心に検討することにより、離宮装飾に至るまでに如何なる文化的環境が醸成されていたの
かを浮き彫りにした。尚、筆者自らが渉猟し撮影した図像資料を主に使用しながら、ロッ
セッリの画業を初期から 1623 年の離宮装飾に至るまで再構成し目録形式で第二部の補遺
に提示した。この目録において、各々の作品の詳細な分析を行うと同時に、17世紀最初の
20年間にフィレンツェで展開された芸術的変遷も示される。幾つかの作品については新た
な年代提起を行なったほか、複数点の素描をロッセッリの作品のための準備素描として提
示した。この目録は、今後さらなる展開が待たれるロッセッリ研究および「セイチェエン
ト・フィオレンティーノ」と総称される 17 世紀フィレンツェ画派の研究にとって、基礎
資料として寄与する意義をもつと考えられる。 
 
本論の核心部分である第三部では、トスカーナ大公コジモ２世の遺言書を詳細に分析す
ることにより、ここに明確に定められた女性摂政期の骨格を明らかにした上で、女性摂政
期の始まりに実現されたポッジョ・インペリアーレ離宮の装飾計画を分析した。 
第１章では、まず、自らの早世を予期した病床のコジモ２世が、未成年の長男フェルデ
ィナンド２世が大公位を継承することを想定して作成した遺言書の内容を詳細に読解した。
そこには、母クリスティーナ・ディ・ロレーナと妻マリア・マッダレーナ・ダウストリア
を未成年の大公の摂政とすることが明記されているとともに、摂政期間中の大公国の運営
についての骨格と方針がしたためられていたことを確認した。尚、未刊行史料であるこの
遺言書全文の書き起こしを補遺に掲載した。 
遺言書が作成された後、コジモ２世の弟カルロが枢機卿となり、マリア・マッダレーナ・
ダウストリアの兄フェルディナント２世が神聖ローマ皇帝に即位するという重大な変化が
生じたとはいえ、大公の死後はこの遺言書こそが新政府の発足当時、基本的な拠り所とな
った。したがって、第２章で論じるポッジョ・インペリアーレ離宮の購入と改装という大
事業は、マリア・マッダレーナ・ダウストリア一人の意志で実施されたと言うよりも、摂
政期という新たな体制に入った大公国政府の枢密院および義弟カルロ枢機卿の合意の元で、
恐らくカジーノ・メディーチェオ・ディ・サン・マルコの改装と合わせた統一的計画とし
て推進されたと推察できる。この新たな視点を提示したうえで、1625年に作成された財産
目録をもとに、改装後の離宮内の居室の配置と調度品を再構成した。 
そして第３章において、ポッジョ・インペリアーレ離宮の「謁見の大広間」と「大公妃
の寝室」を飾る計 20 点のリュネットに描かれた諸場面を 1 点ずつ分析し、装飾プログラ
ム全体の解釈を試みた。各リュネット毎に、先行研究において既に典拠として提起されて
いるニッコロ・ロリーニ・デル・モンテの『殉教聖女礼賛』（1617 年）とクリストーファ
ノ・ブロンズィーニ・ダンコーナの『女性の尊厳と高貴さに関する対話』（1622-25年）と
いう二つの文学作品に書かれた該当箇所の記述と図像表現を逐一比較しながら検討した。
この分析から、リュネットに描かれた場面の多くがこれら二つのテキストだけでは十分に
説明することはできず、実際には他の文学的典拠も参照された可能性が高いことが明らか
になった。本研究では、新たな図像表現を追求するなかで参照された可能性のある同時代
の文学的典拠として、シルヴァーノ・ラッツィの『聖性により著名なる女性たちの伝記』、
アルフォンソ・ディ・ビリェガスの『我らがイエス・キリストと全生涯の行ないに関する
新伝集』、ジャコモ・ボシオの『煌々たるエルサレムの聖ヨハネ騎士団の歴史』、フェルナ
ンド・コロンボの『艦隊司令長官ドン・クリストーフォロ・コロンボの生涯と偉業に関す
る詳細かつ正確な報告』ほかを新たに指摘した。特にシルヴァーノ・ラッツィの『聖性に
より著名なる女性たちの伝記』とアルフォンソ・ディ・ビリェガスの『新伝集』は、慣習
的表現から逸脱した新たな聖女図像を創造するために参照されたと考えられる。さらに、
3点のリュネット装飾《トスカーナ女伯マティルデ・ディ・カノッサ》、《コスタンサ・デ・
アラゴン》、《カスティリア女王イサベル》の図像源として、本論第二部で検討した、1611
年にフィレンツェで営まれたスペイン王妃マルガレーテ・フォン・エスターライヒの葬儀
のために制作された版画連作「マルガレーテの生涯」のなかの 3点の版画を提案した。 
マリア・マッダレーナ・ダウストリアにとって、これらのリュネット装飾に描かれた主
題の意味は、彼女自身と親族その他、関連性の高い人物を記念するという目的以外に、教
皇ウルバヌス８世を支持する意思表示、兄である皇帝フェルディナント２世とともに異教
徒およびプロテスタントと対峙する決意、そして聖遺体発見に象徴される聖遺物崇拝を正
統としたカトリック信仰の表明という三点に集約されることがこの分析によって導かれた。
この分析結果から、ポッジョ・インペリアーレ離宮の内部装飾は、これら同時代の最も重
要な懸案事項について、女性摂政率いるトスカーナ大公国の新政府の立場を視覚的に表明
したものであったということができる。 
第３章３節では、２節において検討を先送りした２点のリュネット装飾、即ち《聖女ル
チア》と《アレクサンドリアの聖女カタリナ》が同時代に有した意味について、更なる考
察を加えた。注目した点は、装飾の文学的典拠のなかでも最も重要な『殉教聖女礼賛』の
著者であるニッコロ・ロリーニ・デル・モンテが、「聖女ルチア」と「アレクサンドリアの
聖女カタリナ」の章において、反コペルニクス説に関連付けられる言及をしている事実で
ある。ロリーニは、トスカーナ宮廷付数学者兼科学者であったガリレオ・ガリレイを告発
したドミニコ会説教師として知られている人物である。本節では、まずガリレオおよびロ
リーニを取り巻く同時代的状況を整理したうえで、ロリーニの唱える反コペルニクス説擁
護の立場とその考え方について検討した。それを踏まえたうえで、ポッジョ・インペリア
ーレ離宮の内部装飾の一部として、これらの女性像が選択された意味を考究した。 
ニッコロ・ロリーニは、聖女ルチアに捧げられた章において、聖女が娼家に連行されそ
うになった時、聖霊の力が働き、強力な力を以てしても動かなくなったという奇跡譚を、
当時大きな議論を呼んでいたコペルニクス説を否定する根拠の一つとして挙げた。彼は、
神が創造した大地＝地球は決して動くことはないと主張し、地球の運動を提唱するコペル
ニクス説を「虚無」であるとして退けた。ロリーニは、さらに、アレクサンドリアの聖女
カタリナの章で、「三種の叡智」を「三種の食糧」に譬えて説明しており、これを七科の自
由学芸に基づく智慧に対する神学的叡智の優位性、さらには聖書そのものの優越性を意味
したものであったと解釈できることを指摘した。これは、科学研究によって得られた新た
な知識に聖書解釈を倣わせるべきだと主張するガリレオに真っ向から反対した聖職者およ
び説教者達に共通する思想であった。まさにポッジョ・インペリアーレ離宮の装飾が実施
された時期に、フィレンツェで活発な活動を展開した反コペルニクス説を標榜する説教師
達が、説教で盛んに用いたレトリックに合致するものであった。こうした文脈から聖女カ
タリナのリュネット装飾を再検討することにより、画面に描かれた聖女に論駁される博士
達の姿は、ロリーニのような説教師達に論駁される数学者・科学者を暗示するという新た
な解釈を提示した。 
さらに、公式性の強い「謁見の大広間」および「大公妃の寝室」と同じくポッジョ・イ
ンペリアーレ離宮の一階に位置しながら、対照的な性格をもつ、現在「ヴォルティチーナ」
と呼ばれる、亡き大公に捧げられた小部屋に、コジモ２世と対話するガリレオ・ガリレイ
の姿が大公の功績の一つとして描かれている問題について検討を加えた。この小部屋は、
17世紀当時、大公妃の私的居住空間のなかでも最奥に位置したことから、当時の外交儀礼
に照らし合わせるならば、限られた賓客が大公妃の愛顧の徴として特別に入室を許された
空間であったと理解される。したがって、そこに描かれた絵画は、そうした特別な賓客だ
けに鑑賞が許されたと考えられる。 
コジモ２世亡き後も、ガリレオの宮廷数学者兼科学者という地位がフェルディナンド２
世により公式に引き継がれた事実を考慮に入れて考察するならば、マリア・マッダレーナ・
ダウストリアおよび大公国政府がポッジョ・インペリアーレ離宮の装飾計画を通して示そ
うとした意思が明らかになる。すなわち、ガリレオに象徴される、実験や観察に基づく科
学研究を従来通り振興することが大公妃および大公国政府の総意であったにもかかわらず、
フィレンツェ大司教マルツィ・メディチを中心に盛んに行われた反コペルニクス運動がフ
ィレンツェ社会を分断し、その影響がローマ教会にまで及んでいたことを苦慮した大公妃
が、ポッジョ・インペリアーレ離宮の公的空間である「謁見の大広間」と「大公妃の寝室」
に、大公国の公式見解として、反コペルニクス説に与することを表明する図像を描かせる
という決定を下したものであると結論付けた。 
 
本論で示した以上の知見から、トスカーナ大公妃マリア・マッダレーナ・ダウストリア
は、聖十字架崇拝、トレント公会議において正当性が認められた聖遺物崇拝、そしてポッ
ジョ・インペリアーレ離宮の内部装飾を用いて、オーストリア家の敬虔さ（ピエタス・ア
ウストリアカ）を自らのカトリック信仰の行動規範として掲げ、具体的な行動と視覚表象
を通して明示したと言えるだろう。それとともに、トスカーナ大公の摂政となった今、マ
リア・マッダレーナは、オーストリア家の出自と、時の皇帝フェルディナント２世の妹で
あることを最大限に活用して、対抗宗教改革の動きに同調し、新教皇ウルバヌス８世に協
力しながら、異教徒およびプロテスタントとの戦いに積極的な態度を取ることを内外に発
信したということができるだろう。このことは従来の研究においてマリア・マッダレーナ・
ダウストリアに下されてきた「過度な信心家」という評価を覆すものであり、実際には、
時代状況を見極めながら、トスカーナ大公国存続のために効果的に表象を用いる術を備え
た、対抗宗教改革の女性為政者であったという肯定的な評価を与えることができることを
示している。 
 本研究では、従来の美術史研究および歴史研究だけでは見出されることのなかったポッ
ジョ・インペリアーレ離宮の装飾が包含する意味を超領域的に、またジェンダー的視点か
ら見直すことによって新たに捉え直した。一人の女性支配者としてマリア・マッダレーナ・
ダウストリアは、15世紀以来の女性弁護論を継承した女性礼賛の表象を用いながらも、対
抗宗教改革期において近代的ジェンダー秩序が形成されるなかで、その歴史的状況に適応
した女性像を積極的に採用したと評価することができるだろう。未亡人となり、未成年の
大公の摂政となったマリア・マッダレーナ・ダウストリアの場合には、伝統的に女性の美
徳と見做された「貞節」に加えて、キリスト教の信念に基づいて正しい行動を取る模範的
な女性支配者像に重きが置かれており、対抗宗教改革期の精神に則した新たな女性像がポ
ッジョ・インペリアーレ離宮において創造されたということができるだろう。 
 
 
